
 

 

活動地域：上京区、北区   活動時期：平成 30 年 07 月～ 

大学・団体名：わくわく研究室 

 

 

 

「わくわく研究室」は、地域の子どもの居場所づくり  北野商店街復興組合 

また、理科にふれる機会をたくさん提供したいと考え、    仁和会館の提供、イベントへの招待 

月に一度、北野商店街近隣の小学生を対象に、仁和会  佛教大学社会連携課 

館を拠点に理科の実験教室を行っている。今年度の取     広報活動、運営相談 

り組みは以下のとおり。 

【実験実施内容】 

 ７月 22日（日）北野子ども夏祭り 

 ～顕微鏡をつくろう・小さな世界を見てみよう～    ●今後の目標 

 9 月 28 日（金）「炎の色を変えてみよう」       ・今年度の夏祭りの参加などで認知度は多少あがった 

 10 月 25 日（木）「ちりめんマスターになろう」     ものの、まだまだ北野商店街近隣の方々から認知され 

 【今後の実施予定】                 ていないように感じる。これより、対象を子どもだけ 

11 月 静電気と電気くらげを操ろう           でなく、老若男女問わずに参加できる科学教室にした 

12 月 人口イクラを作ろう 1月 カイロ作り      い。そのために、今までの仁和会館での活動だけでは 

2 月化石のレプリカづくり 3月大人気実験をもう一度   なく文化会館等地域の施設での活動も検討していき 

                           たい。 

                           ●目標 

                           子ども科学教室を地域の居場所として根付かせるた 

・これまでは当日参加の子どもたちが少なかったが、今年 めに、対象を子どもだけでなく高齢者も対象にした 

度は「学まちコラボ事業」での支援金により立て看板を購 科学実験教室を行いたい。そのため、地域と連携し 

入することができたので当日参加のこどもを増やすことが 商店街と協力し、商店街の方々と学生が協働で開催 

できるようになった。                 することを今後の目標とする。 

・支援金により昨年よりも充実した実験ができるようにな 

った。 
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連携メンバー・役割 

関連 web サイト：ふれあいの街きたの（北野商店街振興組合）http://kyotokitano.com 

 


